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２２

　

環
境
省
は
、　

世
紀
の
負
の
遺
産

２０

で
あ
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
「
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処

理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
措
法
）
に
基
づ
き
、
平

成　

年
ま
で
に
無
く
す
た
め
の
政
策

２８
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

環境省から
ＰＣＢ処理事業の
拡大要請がありました。

　現在、環境事業団が北海道内のＰＣＢ廃棄物を対象と 
した処理事業を室蘭市内で進めていますが、昨年11月14 
日、環境省からまだ処理事業が決まっていない地域のＰ 
ＣＢ廃棄物について、処理を室蘭市で行う事業で受け入 
れてほしいとの要請がありました。

要
請
内
容
の
要
旨

○
東
北
、
北
関
東
・
甲
信
越
、
北

　

陸
地
域　

県
の
広
域
的
処
理
施

１５

　

設
の
立
地
を
目
指
し
、
鋭
意
努

　

力
を
重
ね
た
が
立
地
の
め
ど
が

　

立
た
な
い
。

○
事
業
が
先
行
す
る
東
京
都
、
豊

　

田
市
、
大
阪
市
の
処
理
施
設
で

　

の
受
け
入
れ
は
用
地
等
の
制
約

　

で
困
難
。

○
一
刻
も
早
く
全
国
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

　

棄
物
処
理
を
確
実
に
す
る
こ
と

　

が
必
要
で
あ
り
、
東
北
、
北
関

　

東
・
甲
信
越
、
北
陸
地
域　

県
１５

　

も
北
海
道
事
業
で
の
処
理
を
強

　

く
要
望
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
室
蘭
の
持
つ

「
も
の
づ
く
り
の
マ
チ
」
と
し
て
培

わ
れ
て
き
た
高
度
な
技
術
力
・
人
材
、

港
、
研
究
機
能
を
広
域
処
理
の
立
地

に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

　

拡
大
後
の
広
域
処
理
事
業
の
推
進

に
当
た
っ
て
も
、
環
境
保
全
や
安
全

対
策
に
万
全
を
期
す
。

　

と
の
要
旨
で
北
海
道
と
室
蘭
市
に

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

室
蘭
市
の
考
え
方
・

今
後
の
方
針

　

今
回
の
事
業
対
象
地
域
の
拡
大
要

請
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
皆

さ
ん
に
説
明
し
て
き
ま
し
た
北
海
道

事
業
の
前
提
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
、

国
の
要
請
内
容
な
ど
に
つ
い
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
で
情
報
提

供
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
、
本
市
と
同
様
に
要
請
を
受
け
た

北
海
道
と
も
連
携
し
、
専
門
家
な
ど

の
意
見
も
参
考
に
し
て
確
実
か
つ
安

全
な
処
理
を
基
本
と
し
て
、
地
域
振

興
策
な
ど
も
含
め
総
合
的
に
判
断
し

て
い
き
ま
す
。

　

北
海
道
事
業
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

処
理
を
平
成　

年
か
ら
開
始
し
、　

１８

２７

年
３
月
ま
で
に
処
理
す
る
計
画
な
の

で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
る
と
来

年
度
に
は
設
計
業
務
に
着
手
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
月
中
に
は

一
定
の
判
断
を
し
て
、
そ
の
後
の
市

民
説
明
会
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
遅
く

て
も
３
月
ま
で
に
は
結
論
を
出
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
拡
大
要
請
に
つ
い
て
の
情

報
、
市
民
説
明
会
の
内
容
は
室
蘭
市

http:

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
環
境
産
業
（      

//w
w
w
.city.m

uroran.hokkaido.jp/

   
 
 
       
                    

kankyou/index.htm
l

                 
 
）
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年　

月　

・　

日
に
開

１１

２８

２９

催
し
た
説
明
会
の
資
料
と
議
事
録
を

企
画
課
、
各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

置
い
て
い
ま
す
。

ご 意 見 寄 せ く だ さ い お を 

　ＰＣＢ廃棄物処理事業の拡大について、皆さんの意見をお待ちし 
ています。
　ご意見は１月１５日までに、企画課［環境産業推進］まで、Ｅメー 
ル、ファクス、郵送などでお寄せください。

《詳細》
市・企画課環境産業推進担当
〒051-8511　幸町１‐２
�○２５ ２７０４　ファクス○２４ ７６０１
Ｅメール kikaku-ei@city.muroran.hokkaido.jp

ＰＣＢ処理事業の拡大要請についての
市民説明会
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北
海
道
と
室
蘭
市
の
共
催
に
よ
る
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
事
業
の
拡
大
要
請
に
つ

い
て
の
市
民
説
明
会
を　

月　

・　
 

１１

２８
２９

日
、
環
境
省
、
環
境
事
業
団
が
説
明

者
と
し
て
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
説
明
会
の
中
で
、
東
北
、
北

関
東
・
甲
信
越
、
北
陸
地
域　

県
の

１５

検
討
経
過
、
収
集
運
搬
の
リ
ス
ク
・

安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
説
明
会

主
○
処
理
施
設
立
地
が
決
ま
ら
な
い　
１５

　

県
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

・
東
北
、
北
関
東
・
甲
信
越
で
は
宮

　

城
県
、
新
潟
県
に
お
い
て
複
数
の

　

自
治
体
に
誘
致
を
打
診
す
る
な
ど

　

県
内
立
地
を
検
討
し
て
き
た
が
、

　

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
な
ど

　

の
理
由
に
よ
り
、
立
地
の
め
ど
が

　

立
っ
て
い
な
い
。
北
陸
に
つ
い
て

　

は
処
理
す
べ
き
Ｐ
Ｃ
Ｂ
量
が
少
な

　

く
単
独
で
処
理
体
制
を
組
め
な
い
。

　

そ
の
後
、
国
と
関
係
県
で
立
地
に

　

つ
い
て
鋭
意
努
力
を
続
け
た
が
め

　

ど
が
立
っ
て
い
な
い
。（
環
境
省
）

○
処
理
規
模
が
拡
大
し
た
場
合
の
安

　

全
性
に
つ
い
て

・
処
理
の
安
全
性
・
確
実
性
が
確
認

　

さ
れ
た
処
理
方
式
の
選
定
、
情
報

　

公
開
型
の
施
設
建
設
、
リ
ス
ク
マ

　

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
危
機
管
理
）
の
考

　

え
方
に
た
っ
た
多
重
な
安
全
対
策
、

な
質
問
と
回
答

　

様
々
な
リ
ス
ク
を
想
定
し
た
安
全

　

設
計
等
に
よ
り
安
全
性
の
確
保
を

　

図
る
。　
　
　
  
（
環
境
事
業
団
）

○
収
集
運
搬
の
リ
ス
ク
、安
全
対
策

　

に
つ
い
て

・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
環
境
中
へ
の
漏
え
い
防

　

止
を
第
一
に
、
運
搬
容
器
や
転
倒

　

防
止
な
ど
の
技
術
的
方
法
や
運
転

　

手
教
育
、
事
故
時
の
措
置
、
連
絡

　

体
制
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
定
め

　

た
収
集
運
搬
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

　

定
し
安
全
を
確
保
す
る
。（

環
境
省
）

○
受
け
入
れ
に
伴
う
国
か
ら
の
支
援

　

策
に
つ
い
て

・
意
見
と
し
て
環
境
産
業
の
育
成
が

　

あ
る
。
環
境
省
と
し
て
協
力
で
き

　

る
具
体
的
な
も
の
を
聞
い
て
い
な

　

い
が
、
具
体
化
に
向
け
て
努
力
し

　

て
い
き
た
い
。　
　
  
（
環
境
省
）

○
事
故
が
発
生
し
た
と
き
の
責
任
に

　

つ
い
て

・
事
故
の
原
因
者
が
責
任
を
取
る
こ

　

と
が
原
則
だ
が
、
事
故
の
内
容
に

　

よ
っ
て
は
、
処
理
事
業
全
体
を
国

　

は
統
括
す
る
立
場
か
ら
関
係
機
関

　

の
調
整
を
行
う
な
ど
、
速
や
か
な

　

対
応
を
と
り
た
い
。  
（
環
境
省
）

○
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
判
断
時
期

　

に
つ
い
て

・
道
内
分
の
処
理
を
開
始
す
る
平
成

　
　

年　

月
か
ら
逆
算
す
る
と
、
目

１８

１０

　

安
と
し
て
遅
く
て
も
今
年
度
内
に

　

回
答
し
た
い
が
、
皆
さ
ん
の
意
見

　

を
聞
い
た
中
で
室
蘭
市
と
協
議
し

　

な
が
ら
、
道
と
し
て
総
合
的
に
判

　

断
す
る
。　
　
　
　
  
（
北
海
道
）

・
道
外
分
は
基
本
的
な
部
分
が
変
わ

　

る
の
で
説
明
が
必
要
。
今
後
、
市

　

民
意
見
、
環
境
産
業
の
推
進
も
考

　

慮
し
、
議
会
論
議
を
踏
ま
え
て
判

　

断
す
る
。　
　
　
　
  
（
室
蘭
市
）

　

処
理
量
が
増
え
る
こ
と
へ
の
不
安

感
や
、
拡
大
に
つ
い
て
は
道
民
の
意

見
を
広
く
聞
く
こ
と
、
道
外
か
ら
の

持
ち
込
み
へ
の
反
対
・
賛
成
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

○
各
地
区
の
連
合
町
内
会
で
説
明
し

　

て
、
同
意
を
得
て
か
ら
判
断
す
る

　

べ
き
。

○
道
外
分
の
受
け
入
れ
で
も
、
道
は

　

道
民
の
意
見
を
広
く
求
め
る
べ
き
。

○
道
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
も
ま
だ
具
体
化

　

し
て
い
な
い
の
に
、
道
外
分
の
受

　

け
入
れ
は
リ
ス
ク
が
高
い
の
で
反

　

対
。

○
化
学
処
理
施
設
の
規
模
が
、
こ
れ

　

ま
で
の
処
理
施
設
よ
り
は
る
か
に

　

大
き
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、

　

技
術
的
に
確
立
さ
れ
て
い
る
の
か

　

不
安
が
あ
る
。

○
市
民
も
参
加
し
て
の
、
環
境
産
業

　

の
育
成
が
大
事
。
危
険
な
も
の
を

　

扱
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
安
全
に

　

運
営
し
て
い
く
こ
と
が
、
環
境
産

　

業
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

○
賛
成
意
見
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
不
活

　

性
な
物
質
で
、
そ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し

　

い
も
の
で
は
な
い
。
先
行
技
術
を

　

持
っ
て
く
る
の
で
な
く
、
室
蘭
か

　

ら
発
信
す
る
く
ら
い
の
気
持
ち
で

　

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

市
民
説
明
会
で
の
主
な
意
見
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協働改革プラン 協働改革プラン 
行政改革プログラム2000
中期実施計画（平成１５～１８年度）

５
月
に
発
表
し
た「
財
政
の
見
通
し
」（
平
成　

〜　
１６

２０

年
度
・
一
般
会
計
）で
、平
成　

年
度
に
は
約　

億

２０

５２

円
の
累
積
収
支
不
足
が
見
込
ま
れ
、財
政
再
建
団

体
転
落
の
危
機
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。こ
の

危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
の「
協
働
改
革
プ
ラ
ン
」

に
つ
い
て
、そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
方
、
歳
入
増
の
取
り
組
み
も
強

化
し
ま
す
。
市
税
や
各
種
料
金
の
滞

納
に
つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
納
め
て

い
る
人
が
不
公
平
と
な
ら
な
い
よ
う
、

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
給
与
、

預
貯
金
、
電
話
、
不
動
産
な
ど
の
差

押
え
、
定
期
的
な
公
売
の
実
施
に
よ

り
、
滞
納
額
の
縮
小
に
努
め
ま
す
。

　

協
働
改
革
プ
ラ
ン
は
、
私
た
ち
が

新
た
に
経
験
す
る
分
野
を
多
く
含
ん

で
い
ま
す
。

　

政
策
・
施
策
・
事
業
等
の
決
定
へ

の
市
民
参
加
、
行
政
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の
民
間

参
加
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
な
ど
な
ど
…
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
と
行
政
の

理
解
の
度
合
い
を
深
め
な
が
ら
、
一

層
の
協
力
関
係
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

協
働
改
革
プ
ラ
ン
の
実
効
あ
る
取
り

組
み
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

協
働
改
革
プ
ラ
ン
の
内
容
を
さ
ら

に
詳
し
く
知
り
た
い
団
体
・
グ
ル
ー

プ
へ
は
説
明
に
伺
い
ま
す
の
で
、
日

時
、
場
所
、
参
加
人
数
と
聞
き
た
い

内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

汗
を
流
す
市
民
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

組
織
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
、
最
少

人
数
で
の
行
政
運
営
を
追
求
し
ま
す
。

　

一
方
、
サ
ー
ビ
ス
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
で
き
る
も
の
、
民
間
で
対
応

が
可
能
な
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
に

よ
り
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
公
共
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。

　

老
朽
化
や
役
割
を
終
え
た
施
設
等

は
、
廃
止
や
類
似
施
設
と
の
統
合
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
な
ど

の
委
託
化
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業

者
の
ほ
か
、
市
民
協
働
の
観
点
か
ら
、

利
用
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

よ
る
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
が
出
資
す
る
法
人
に
つ
い
て
は
、

類
似
事
業
で
整
理
・
統
合
を
進
め
、

効
率
的
な
運
営
に
よ
り
安
定
化
を
図

り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
税
収
入
が

減
っ
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
ど
お
り

の
サ
ー
ビ
ス
は
不
可
能
で
す
。「
あ
れ

も
、
こ
れ
も
」
の
サ
ー
ビ
ス
要
望
か

ら
「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」
へ
の
、
収

入
に
見
合
っ
た
選
択
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

建
設
事
業
費
や
補
助
金
も
例
外
な

く
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、
人
件
費
、

事
務
経
費
を
大
幅
に
減
ら
し
、
歳
出

の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
「
協
働
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、「
行
政

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
０
０
」
の
中

期
実
施
計
画
（
平
成　

〜　

年
度
）

１５

１８

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
�
財
政
再
建
団
体
転
落
�
が

見
込
ま
れ
る
危
機
を
、
何
と
し
て
も

打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使
命
を

負
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、�
協
働
改
革
�
が
示
す
よ

う
に
、
市
民
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
両

輪
と
な
る
仕
組
み
や
意
識
づ
く
り
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

改
革
を
進
め
る
考
え
方
と
し
て
、

緊
急
対
応
と
し
て
の
「
サ
バ
イ
バ
ル

へ
の
緊
急
対
策
」
と
「
市
民
協
働
、

行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
革
、
財
政
構
造

の
改
革
」
の
３
つ
の
方
向
を
示
し
ま

し
た
。

　

協
働
改
革
プ
ラ
ン
が
目
指
す
も
の

は
、
第
一
に
、
財
政
見
通
し
で
示
さ

れ
た
平
成　

年
度
ま
で
の
累
積
収
支

２０

不
足
と
な
る　

億
円
の
解
消
で
す
。

５２

　

第
二
に
、
地
方
分
権
の
時
代
に
自

立
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
、
足

腰
の
強
い
財
政
基
盤
の
確
立
で
す
。

　

第
三
に
は
、「
市
民
協
働
」
と
い
う

考
え
方
を
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営

の
基
礎
に
置
き
、
市
民
と
と
も
に
改

革
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

緊
急
対
策
は
従
来
の
内
部
努
力
を

強
化
し
て
、
人
件
費
は
国
公
準
拠
か

ら
さ
ら
に
独
自
削
減
を
行
い
、
事
務

事
業
も
徹
底
的
に
見
直
す
「
サ
バ
イ

バ
ル
へ
の
緊
急
対
策
」
と
し
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
は
役
所
。
市

民
は
こ
れ
を
受
け
る
側
と
い
う
考
え

方
は
、
分
権
時
代
に
対
応
し
て
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

審
議
会
等
の
公
募
委
員
の
拡
大
に

よ
り
、
事
務
・
事
業
の
決
定
に
か
か

わ
る
市
民
、
図
書
館
分
室
の
開
館
時

間
の
延
長
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

施
設
の
管
理
運
営
を
利
用
者
が
自
ら

の
手
で
担
っ
て
い
く
団
体
、
地
域
で

地
道
に
清
掃
活
動
を
続
け
て
い
る
人

た
ち
な
ど
、
行
政
と
と
も
に
行
動
し
、

協
働
改
革
プ
ラ
ン
と
は

改
革
の
方
向
と

目
指
す
も
の

■　
　
　
　
　

■

問
い
合
わ
せ

行
政
改
革
推
進
課

�
○２５
 

２
２
２
３

からの

へ

財政危機
　　脱出

（
サ
バ
イ
バ
ル
へ
の
緊
急
対
策
）

（
市
民
協
働
）

（
行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
革
）

（
財
政
構
造
の
改
革
）

協
働
改
革

出
前
説
明
会
の
活
用
を



５５

○新規採用職員数の抑制
○再任用制度の運用の見直し
○期末勤勉手当（ボーナス）の独自削減
○退職手当の独自削減
○建設事業一般財源の圧縮
○特別・企業会計繰出金の圧縮
○補助金の削減
○内部管理経費の削減

１．民間能力の活用
○地域の公園管理は地域住民にお願いし
　ます
○花苗の配布を縮小し、種・苗から育てる
　作業にご協力ください
○祝津地区の温泉源活用は民間の力を借
　りて進めます
○行政ボランティアを募集して、登録者
　の情報を提供します
２．公共サービスの範囲と負担の見直し
○総合福祉センターの入浴費用の一部を
　負担してください
○ふれあい市民農園の水道料等の一部を
　負担してください
○使用料・手数料を５年ごとに見直します
○各種講座の材料などの実費分を負担し
　てください
○除雪の出動基準を見直します
３．政策・事業決定への市民参加
○審議会等の会議録をホームページなど
　で公開します
○情報を共有するため、公文書の公開の
　範囲を拡大します
○団体の自立を促し、団体補助金の見直
　しを市民参加で進めます
○審議会・各種委員会の見直しを市民参
　加で進めます
○審議会等の市民公募枠を拡大し、幅広
　い市民の声を行政に反映します

婦人会館・中小企業センター、勤労青少年
ホーム、勤労婦人センター、水族館、白鳥
保育所、学校給食センターの調理業務、ス
クール児童館の運営業務、広報むろらん
編集業務
５．外郭団体等の見直し
○（株）室蘭市場サービスと（株）室蘭低温
　流通センターを合併します
○中央卸売市場管理部門の民間委託を進
　めます

１．事務事業の評価と見直し
○電動生ごみ処理機、コンポスト購入費
　等助成制度を廃止します
○各種表彰経費を見直します
２．歳出構造の見直し
○事業の見直しや特定財源の導入などで、
　建設事業一般財源を圧縮します
○量販店やリサイクル品販売店の取り引
　き参入を進めます
○類似の講座を統合します
３．人件費の圧縮
○管理職手当を独自削減します
○寒冷地手当を国公準拠します
○特別職の給与を見直し、給料、期末手当、
　退職金を削減します
４．歳入確保の取り組み
○未利用不動産の売却を促進します
○広告料収入を拡大します
※協働改革プランの詳細は、市ホーム
ページの「行政改革」をご覧ください。

ササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策サバイバルへの緊急対策

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働市民協働
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革財政構造の改革

■協働改革プラン目標効果額　　　　　 （万円）

合　計19・20年度15～18年度
（中期期間）実施事項

40億2,90018億5,10021億7,800サバイバルへの緊急対策

4,1001,6002,500市民協働

5,0002,8002,200行政システムの改革

11億9,2004億7,7007億1,500財政構造の改革

53億1,20023億7,20029億4,000合　　　計

平成20年度には… 

主 

項 目 
取り組み 

な 

１．公共サービスの利便性向上
○パソコンで施設の空き状況を検索し、
　予約ができるようにします
○図書の検索と貸し出し予約ができるよ
　うにし、分室での受け取り・返却も可能
　にします
○各種申請書の様式をパソコンから取り
　出せるようにします
○利用者の視点から、施設の開館時間、休
　日などを見直します
○コンビニなどと連携し、市税等の納付、
　公共端末機の設置を検討します
２．組織・職員数の見直し
○関連課を統合し、事務の横断化とスリ
　ム化を実施します
○平成19年４月までに130人の職員を縮
　減します(医療･看護職などを除く)
○審議会等の報酬を見直します
○農業委員会の廃止を検討します
３．施設の見直し
○東京事務所の廃止を検討します
○計量検査所事務を道に移管します
○労働会館を廃止します
○市立港北幼稚園、サービスセンター及
　び併設会館のあり方を検討します
○消防祝津出張所を入江支署に統合し、
　配置人員の効率化を図ります
４．民間委託の推進
旧サービスセンター会館、民俗資料館、青
少年科学館、文化センター、図書館分室等、

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススステテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革行政システムの改革
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平
成　

年
度

１４
室
蘭
市
の
決
算
状
況

平
成　

年　

月
開
催
の
第
４
回
市
議
会
定
例

１５

１２

会
で
認
定
さ
れ
た
、
平
成　

年
度
の
各
会
計

１４

決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主な事業　　　　　　　　　　（万円）決算額（万円）科目

地域交流センター（石川町）整備 （9,884）
開港130年・市制施行80年記念事業 （6,721）16億4,794総　務　費

生活保護扶助費 （49億4,454）
身体障害者及び知的障害者措置費 （10億161）
公立及び私立保育所運営費 （5億668）

88億7,956民 生 費

ごみ減量化、家庭系ごみ有料制に伴う実施経費 （1億6,529）
西いぶり廃棄物処理広域連合負担金 （2億8,521）14億5,773衛　生　費

高年齢者等雇用奨励金 （519）
若い力・人づくり奨励事業費 （1,481）2億8,037労　働　費

追直漁港新港区施設整備 （4,859）3億2,202農林水産業費

中小企業振興資金等融資貸付金 （10億6,750）
産業振興助成金 （1,431）13億7,303商　工　費

道路・街路整備 （10億2,584）
除排雪及びロードヒ－ティング維持管理経費 （4億1,964）
公園整備 （8,351）

23億1,394土　木　費

港湾振興促進経費〔総合静脈物流拠点港推進ほか〕 （249）
港湾施設整備〔浮体式防災施設整備ほか〕 （11億9,147）13億1,135港　湾　費

消防署高砂出張所建設 （1億2,921）3億230消　防　費

私立高校教育振興費補助金 （2,540）
海陽小学校建設 （14億8,921）
市民会館整備 （13億4,869）

50億8,305教　育　費

長期借入金の元金・利子と一時借入金の利子など45億565公　債　費

特別会計への繰出金や貸付金、企業会計への繰出金など67億1,109諸 支 出 金

職員の給料・諸手当など94億78職　員　費

議会費、災害復旧費2億6,450そ の 他

歳 
入 
の  
基 
礎 
知 
識

市税

�市の予算を支える重要な収入で、 
景気低迷、地価の下落などで前年 
より約３億３千万円減少。

地方交付税

�自治体の財政力に応じて、使途 
は特定されずに交付される。前年 
より約８億３千万円減少。

国庫支出金

�国から負担・補助・委託される 
収入。海陽小学校建設などで前年 
より約４億７千万円増加。

道支出金

�道から負担･補助･委託される収 
入。道道用地買収受託事業などの 
減で前年より約８億９千万円減少。

市債

�建設事業などの長期借入金。海 
陽小学校建設や市民会館整備など
で約２４億４千万円増加。

財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説財政用語解説
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特別会計・企業会計 決算額と事業内容 

全会計・公社 債務等の状況 

事業内容決　算　額（万円）会　計　名
国民健康保険加入者が保険料を負担し合い、医療費
を賄う制度です。・被保険者数3万4,806人
・１人当たり給付額23万5,521円（老人を除く）

93億8,879歳　　出96億732歳　　入 国民健康保険

八丁平地区では換地処分を行い事業が完了。中央 
地区ではレインボー公園が完成したほか、ＮＴＴ 
西ビルの移転に着手しました。

16億9,405歳　　出14億5,379歳　　入 土地区画整理

高砂・天神町団地２棟18戸が完成したほか、公共 
賃貸住宅ストック総合活用計画を策定しました。12億9,153歳　　出13億827歳　　入 住宅事業

71歳以上（平成14年10月から）の各健康保険加入者
にかかる医療費を給付する制度です。
・受給者数１万5,457人
・１人当たり医療費78万1,688円

122億8,701歳　　出124億131歳　　入 老人保健

40歳以上の被保険者が、寝たきりや痴ほう等で介 
護が必要となったとき、要介護認定を受けてサー 
ビスを利用する制度です。
・要介護認定者数3,408人
(65歳以上：3,288人、40歳～64歳：120人)

48億8,524歳　　出49億102歳　　入 介護保険

幕西高区配水池改良工事、千歳浄水場動力ケーブ 
ル改良工事のほか、管網整備のため送配水管布設 
8,963mを実施しました。

19億1,655収益的支出21億6,238収益的収入
 水道事業

9億8,665資本的支出4億5,543資本的収入

給水事業所数は１事業所で、年間給水量は
743,342m3でした。993収益的支出1,265収益的収入 工業用水道事業

デジタル画像読み取り装置を導入するなど医療サ 
ービスの向上を図りました。
・入院患者延べ196,755人・外来患者延べ317,077人

111億2,837収益的支出101億9,861収益的収入
 病院事業

8億5,410資本的支出6億3,316資本的収入

市場の効率的運営と青果・水産物の安定した供給 
に努めています。
・青果物取扱量28,953t　・水産物取扱量13,035t

2億5,190収益的支出3億1,441収益的収入
 中央卸売市場事業

1,904資本的支出2,175資本的収入

個人宅地２区画659m2を分譲しました。15年度も 
個人宅地、集合宅地、店舗用地の分譲を行っています。2,079収益的支出6,721収益的収入 白鳥台開発事業

倉庫・上屋14棟、荷役機械２基、用地等の貸し付 
けによる運営を行いました。

2億7,157収益的支出3億359収益的収入
 港湾整備事業

1億6,554資本的支出50資本的収入

本輪西地区・陣屋地区の整備を重点的に進め、処 
理区域内人口は97,713人となりました。

24億5,632収益的支出27億4,135収益的収入
 下水道事業

24億7,450資本的支出19億7,058資本的収入

公社に対する
損失補償・債務保証の状況

（単位：百万円）

特別会計及び企業会計の
赤字（累積資金収支不足額）
の状況

（単位：百万円）

14年度13年度会　計　名

37,88035,618一 般 会 計

3,5073,211土地区画整理特
別
会
計 3,4013,537住宅事業

5,8685,643水道事業

企
業
会
計

14,65715,074病院事業

639658市場事業

829980港湾整備事業

17,63717,610下水道事業

84,41882,331合　　　計

市債の現在高

（単位：百万円）

14年度13年度会　計　名

282305国民健康保険特
別
会
計

240116土地区画整理

173240住宅事業

648577病院事業

企
業
会
計

839946市場事業

1,3161,373白鳥台開発事業

9,5489,555港湾整備事業

6,3146,612下水道事業

19,36019,724合　　　計

14年度13年度公　社　名

3,0423,234（株）室蘭振興公社

5,4105,623土地開発公社

8,4528,857合　　　計



指
標
で
見
る 

財
政
状
況 

（
普
通
会
計
） 
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経常収支比率

バランスシート

※普通会計とは、統計上の会計
で、財政状況を他市町村と比較
するために用いられます（室蘭市
の場合は、一般会計＋区画会計
の一部＋住宅会計）。

市税や交付税などの経常的
一般財源収入に占める、人件
費などの義務的経費や公共
施設の維持管理費などの経
常的経費の割合で、80％以
下が健全とされています。

人件費が大きく減少したものの、生
活保護費などの扶助費、西いぶり廃
棄物処理広域連合への負担金などが
増加し、収入では市税や地方譲与税
などが大幅に減少したことで、1.4ポ 
イントの増加となっています。

バランスシート（貸借対照表）は、道路、公園、学校などのまちの
「資産」がどのくらいあるのか、また、それにかかった借金などの
「負債」がどれくらいあるのかということを表します。今回は次の
５つの指標で市民１人当たりの額などを紹介します。

14年度13年度

91.2％89.8％経 常 収 支 比 率

35.1％38.2％うち人件費

22.6％23.3％うち職員給

標準財政規模に対
する公債費（長期
債元利償還金）に
充てられた一般財
源の割合で、10％
以下が望ましいと
されています。

公債費比率

14年度13年度

13.4％12.9％公債費比率

建設事業の厳選および交付
税措置される起債の活用に
より改善に取り組んでいます
が、前年度に比べ、0.5ポイン
トの増加となっています。

※標準財政規模とは、交付税上の考え方
　で、通常の行政活動を行う上で必要な
　一般財源の総額をいいます。

1●市民１人当たりの資産額

2
14年度13年度12年度資産合計

　
住民基本台帳人口
（各年度末） 123万円119万円115万円

14年度13年度12年度負債合計
　

住民基本台帳人口
（各年度末） 55万円53万円53万円

●市民１人当たりの負債額　

○資産とは、道路、公園、学校などの
「有形固定資産（社会資本）」と外郭団
体への出資金などの「投資」、現金、預
金などの「流動資産」をいいます。

○負債とは、地方債残高などの「固定
負債」と１年以内に償還しなければな
らない「流動負債」をいいます。

3●市民１人当たりの地方債残高
14年度13年度12年度地方債残高

　
住民基本台帳人口
（各年度末） 44万円41万円41万円

○14年度の地方債残高は、市民会館整
備事業債（８億6,620万円）や、普通交付
税の一部が地方の借金として振り替え 
られた臨時財政対策債（11億4,460万円）
などにより増加しています。

●地方債残高に対する将来世代の負担割合　
○社会資本形成における将来世代の
負担割合は、前年比で0.7ポイント増加
しています。

●社会資本の老朽化率　
14年度13年度12年度

減価償却累計額
　

有形固定資産取得価格合計 44.1%43.6%42.9%5 ○老朽化率が上昇しており、今後の維
持コストがかさむ傾向にあります。

14年度13年度12年度地方債残高
（流動負債計上分を除く）

　
有形固定資産合計 37.8%37.1%37.8%

※減価償却とは、建物など固定資産の価値の減少を一定の計算方法で把握
　することです。算定された価値の減少分を減価償却費といいます。
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平成１５年度予算
上期の執行状況
一般・特別・企業会計の執行状況

歳出歳入

予算現額会計名 執行率
（％）

支出済額
執行率
（％）

収入済額

42.118,14542.818,42343,071一般会計

43.413,13237.211,25830,244特別会計

（前年度からの繰越事業費を含む）

（単位：百万円）

平成１５年度予算の９月３０日現在の
執行状況などをお知らせします。

借入金の状況

執行率
（％）執行済額予算現額会計名・予算区分

49.87,57815,215収入
収益的企

業
会
計

46.67,27115,604支出

24.77693,119収入
資本的

36.91,7604,764支出

（単位：百万円）

現在高会計名

35,394一般会計

6,665特別会計

38,650企業会計

●市債の現在高
（単位：百万円）

現在高会計名

400一般会計

1,300特別会計

19,943企業会計

（単位：百万円）

●一時借入金の現在高

市債��市が、主に道路や公園などの公共 
施設を整備するために借り入れるお金で、 
返済は１会計年度を超えて行われます。
一時借入金��市が各種の支払いをするに 
当たり、一時的に現金が不足する場合に金 
融機関から借り入れるお金で、返済はその 
年度内に行われます。

市債と一時借入金

完売御礼！

第2回「らんらん債」
10月に発行した第２回「らんらん債」は、前回に
引き続き即日完売となり、好評でした。
その販売結果をお知らせします。

（　）内は第1回目のデータ

今回お知らせした財政状況やミニ公募債の情報に 

ついては、室蘭市のホームページでもご覧になる 

ことができます。また、予算の執行状況などの詳 

しい内容を記載した「財政事情説明書」を本庁３階 

財政課、東・中島サービスセンターに置いています。

3　5.6％（20件） 
4　3.4％（12件） 5　3.1％ 

（11件） 

1　65.9％（236件） 

2　22.1％ 
（79件） 

1　60歳以上 

2　50～60歳 

3　40～50歳 

4　30～40歳 

5　30歳未満 

●年齢別販売件数（個人）

第３回目の発行は１０月ころを予
定しています。詳細が決まり次
第、広報むろらん、室蘭市ホー
ムページなどでお知らせします。

●平均購入額

平均購入額販売件数

97万8，000円358

（156万3，000円）（320）

※発行額は３億５，000万円
　（第１回目は５億円）

●個人と法人・団体販売分の内訳

比　率金　額件　数
99.4%3億4，800万円356

個人
（97.2%）（4億7，550万円）（311）
0.6%200万円2

法人・団体
（2.8%）（2，450万円）（9）
100.0%3億5，000万円358

計
（100.0%）（5億円）（320）



１０

行　　　　　事日行　　　　　事日

大滝窯・新山窯二人展

日胆地区ソロアンサンブルコンサート（吹奏楽）

最強のジャズドラマー「炎の森山威男カルテット」室蘭公演

室蘭地区高音研　研究演奏会（音楽教員による合唱・合奏、
独奏・独唱など）

室蘭工業大学合唱団演奏会

室蘭ジュニアピアノコンサート

小原孝10ｔｈ　Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙピアノよ歌え～ファイナル～

29～2/3
(木)　(火)

17・18
(土)　(日)

23
(金)

24
(土)

24
(土)

25
(日)

31
(土)

むろらん高砂窯新作陶展

母恋駅を愛する会「新春を祝って歌って踊ろう会」

スイートビーズアクセサリー展

日専連全国児童版画コンクール「室蘭地区展」

新日鉄陶芸部作陶展

道展　移動展

蘭友会講習会

むろらん刀談義

8～13
(木)　(火)

10
(土)

13～16
(火)　(金)

15～18
(木)　(日)

22～27
(木)　(火)

23～26
(金)　(月)

25
(日)

27
(火)

日程・内容は変更になる場合があります。
《詳細》市民対話課�○２５ ２１９４、ファクス○２５ ２８３５

1
月
の
お
で
か
け
ガ
イ
ド

10：00　丸井今井室蘭店 《詳細》�0142-25-6196(柿崎)

10：30　市民会館 《詳細》�○２３ 1221（室蘭清水丘高校・岡野）

19：00　NHK3階スタジオ 《詳細》�○８５ 1074（ジャズクリエイト）

16：30　市民会館 《詳細》�○４４ 1156(エルム多米楽器)

18：30　市民会館 《詳細》�○４４ 9922(室蘭音楽文化協会)

14：00　ほくでんふれあホール 《詳細》�○４４ 4783（室蘭東高校・望月）

10：00　丸井今井室蘭店 《詳細》�○４３ 6137(毛利)

13：30　母恋駅 《詳細》�○２３ 3801（仁岸）

10：00　文化センター・展示室 《詳細》�○２４ 2000(日専連むろらん)

10：00　丸井今井室蘭店 《詳細》�○４５ 5352(石山)

10：00　文化センター・展示室 《詳細》�○２３ 7325（武田）

13：00　NHKプラザμ 《詳細》�○４４ 8691（大坪）

18：30　NHKプラザμ 《詳細》�○２２ 7271（NHK）

10：30　Com－ぷらっと室蘭 《詳細》�090-1380-6551(山口)

ス　テ　ー　ジ

赤ちゃ ん����

18：30　市民会館 《詳細》�090-5222-6249（大久保）

募集は
１/３１まで

募集は今回で最後です。
ご了承ください。

１歳６カ月までの赤ちゃんの写真（最
近撮影したもの）をご応募ください。
■投稿者の住所、氏名、電話番号　
■赤ちゃんの名前（ふりがな・性別）、
生年月日　■撮影日を記入し、
〒０５０－８５１１幸町１－２ 市・市民対話課
「みんなのアイドル」係まで郵送
※掲載できない場合があります。
《詳細》市民対話課�○２５ ２１９４

ち
ゃん

▼ 
水  
白 

み
ず 
し
ろ 
菜 
摘
   
　
（
8
カ
月
）

な 

つ
み

く
　ん

▼

 上  田  岬 　（右・2カ月）とお兄ちゃん
うえ だ みさき

▼ 
滝  
沢  
水  
月 　
（
１
歳
５
カ
月
）

た
き 
ざ
わ 

み 

つ
き

く
　ん

▼

 
渋  
谷  
周  
志 　
（　

カ
月
）

し
ぶ 

や 

ち
か 

し

１０

く
　ん

▲ 内  池  秀  羽  馬 　（前・
うち いけ しゅ う ま

7カ月）とお姉ちゃん
く
　ん

▲ 入 江   
いり え

 莉 穂   　（１１カ月）
り ほ

ち
ゃん

く
　ん

▼ 
森 　
 
藍  
稀 　
（
1
歳
4
カ
月
）

も
り 

あ
い 

き

▼

 
小  
師 
あ
か
ね　
（
7
カ
月
）

こ 

も
ろ

ち
ゃん

▼ 
金
城  
亜  
弥 　
（　

カ
月
）

き
ん
じ
ょ
う 

あ 

や

１０

ち
ゃん

く
　ん

▼

右
か
ら 
田  
中  
晃  
雅 

た 

な
か 
こ
う 

が

　
　
（
6
カ
月
）、
2

　

人
の
お
姉
ち
ゃ
ん
、

　
 
楓 ふう 
雅 　
（
6
カ
月
）

が

く
　ん



１１

　

吉
田
兄
弟
を
は
じ
め
と
す
る
若
手
奏

者
の
台
頭
で
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
よ

う
に
な
っ
た
津
軽
三
味
線
。
圧
倒
的
な

迫
力
が
印
象
的
な
和
楽
器
だ
。

　

し
か
し
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
決
し
て
華

や
か
な
も
の
で
は
な
い
。
目
の
見
え
な

い
人
た
ち
が
、
そ
の
日
の
生
き
る
糧
を

得
る
た
め
、
津
軽
地
方
の
厳
し
い
風
雪

に
耐
え
な
が
ら
人
家
の
門
前
に
立
ち
、

弾
い
た
と
い
う
歴
史
か
ら
始
ま
る
。
そ

の
後
、
民
謡
の
伴
奏
楽
器
と
し
て
定
着
。

津
軽
三
味
線
だ
け
の
演
奏
も
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

佐
藤
さ
ん
が
津
軽
三
味
線
を
始
め
た

の
は　

歳
の
と
き
。
兄
の
文
俊
さ
ん
に

１０

誘
わ
れ
、
一
緒
に
教
室
へ
通
っ
た
。
当

時
は
民
謡
歌
手
・
金
沢
明
子
さ
ん
が
大

人
気
で
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
津
軽
三
味
線

を
目
に
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

２
人
は
み
る
み
る
う
ち
に
上
達
。
中

学
生
に
な
る
と
、
ス
テ
ー
ジ
に
招
か
れ
、

人
前
で
演
奏
す
る
ほ
ど
ま
で
に
な
っ
た
。

　

「
兄
の
演
奏
の
方
が
、
お
客
さ
ん
の

反
応
が
い
い
ん
で
す
よ
。
私
自
身
、
負

け
ず
嫌
い
な
の
で
、
悔
し
く
て
…
。
で

も
、
兄
は
本
当
に
三
味
線
が
好
き
で
し

た
ね
。
や
っ
ぱ
り
、
好
き
な
人
に
は
か

な
わ
な
い
ん
で
す
よ
」
と
佐
藤
さ
ん
。

　

病
気
を
患
い
プ
ロ
の
道
に
進
む
と
い

う
兄
の
夢
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
夢

は
弟
に
託
さ
れ
、
実
現
。
現
在
、
兄
は

俊
彦
さ
ん
の
活
動
を
陰
で
支
え
て
い
る
。

　

奏
者
の
性
格
、
年
齢
な
ど
が
音
色
に

色
濃
く
反
映
さ
れ
る
と
い
う
津
軽
三
味

線
。
佐
藤
さ
ん
は
、
新
た
な
取
り
組
み

も
重
要
と
し
な
が
ら
、
伴
奏
楽
器
と
し

て
の
伝
統
を
大
切
に
し
た
活
動
、
指
導

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

「
春
夏
秋
冬
を
表
現
す
る
津
軽
三
味

線
は
、
歴
史
が
物
語
る
よ
う
に
本
来
は

泣
き
の
楽
器
で
す
。
今
は
力
強
く
、
明

る
い
�
夏
�
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
繊
細
さ
、
わ
び
、
さ
び

と
い
っ
た
�
冬
�
の
魅
力
を
皆
さ
ん
に

伝
え
た
い
で
す
ね
」
。

　

新
年
は
１
月
４
日
、
札
幌
の
『
か
で

る
ホ
ー
ル
』
で
の
演
奏
会
か
ら
佐
藤
さ

ん
の
活
動
が
始
ま
る
。

年間１００ステージ以上をこなす津軽三味線奏者。室蘭、札幌 
など道内６カ所で教室を開設。津軽三味線全国大会では、門 
下生による合奏で２年連続優勝。津軽三味線全国協議会理事。
同北海道ブロック副代表。室蘭市出身、札幌市在住。３８歳。

泣き
� �

の楽器、津軽三味線の
魅力を伝えたい

津軽三味線
佐藤流家元

中央町の飲食店で開かれた　
ミニコンサートでは、

兄の文俊さん（左）と共演　

 佐  藤  俊  彦 
さ とう とし ひこ

���
���

さん

ひ
と こ と

�����������

　

室
蘭
市
出
身
で
、
現
在
は
市
外
に
勤

め
て
い
ま
す
が
、
実
家
の
あ
る
室
蘭
に

戻
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

就
職
先
を
探
し
た
い
の
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

（
札
幌
市
・
男
性
）

　

室
蘭
市
独
自
で
提
供
し
て
い
る
転
職

情
報
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
共
職

業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
は
、

毎
週
月
曜
日
、
地
域
の
求
人
情
報
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
室
蘭
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
も
、
常
用
求
人
と
パ
ー
ト
求
人
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
室
蘭

管
内
（
室
蘭
・
登
別
・
伊
達
市
な
ど
）

で
、
ど
う
い
う
職
種
の
求
人
が
ど
の
程

度
の
賃
金
で
出
て
い
る
か
、
ご
覧
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
宅
か
ら
の
情
報
の
入
手
方
法
は
、

フ
ァ
ク
ス
併
用
電
話
か
ら
、（
０
１
４

３
）
２
５
�
５
５
６
６
番
に
電
話
す
る

と
、
説
明
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
順
ど

お
り
に
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク

ス
で
、
最
新
の
求
人
情
報
が
入
手
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
、
地

域
の
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
の
で
、

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

ー
ビ
ス
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
関
す

る
こ
と
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
  
（
産
業
振
興
課
）

　

市
職
員
の
接
遇
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、

改
善
を
求
め
る
声
が
数
件
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

職
員
の
接
遇
に
つ
い
て
は
、
研
修
や

各
職
場
内
に
お
け
る
上
司
の
指
導
な
ど

に
よ
り
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
こ
の
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

よ
り
親
し
ま
れ
る
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上

を
目
指
し
、「
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
職
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
、
よ
り

一
層
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

市
役
所
と
な
る
よ
う
、
好
感
の
持
た
れ

る
接
遇
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。（

職
員
課
）

皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

－

８
５
１
１
室
蘭
市
幸
町
１－

２

０５１
室
蘭
市
市
民
対
話
課

�
○２５
 

２
１
９
３

フ
ァ
ク
ス
○２５
 

２
８
３
５

Ｅ
メ
ー
ル

　
　
　
　
shim

intaiwa@
city.m

uroran.
　
　
　
　
hokkaido.jp

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
情
報
の

入
手
方
法
は

お
答
え
し
ま
す

市
職
員
の

接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上
を

お
答
え
し
ま
す



○クロソイのお魚すいとん

≪材料≫　（４人分）

クロソイ：２００g　小麦粉：１５０g　油

：小さじ１　ごぼう：１／４本　じゃ

がいも：１個　大根：約５cm　にん

じん：１／３本　白菜：２枚　こんに

ゃく：１／２丁　長ねぎ：１本　みそ

：大さじ３　あら汁：４カップ　しょ

うが：１かけ

≪作り方≫

●１ 小麦粉は水を入れ、べとつかない程

度にこねておく。

●２ ごぼうはささがきか薄い千切りにし

て水につけ、ざるにあげておく。じゃ

がいもは一口大に切って水につけてお

く。大根、にんじんは約３mmの厚さ

のいちょう切りに、長ねぎは小口切り

に、白菜、こんにゃくは短冊切りに、

しょうがは針のように細く切る。

●３ クロソイは食べやすい大きさに切り、

小麦粉をつけてさっと油で焼いておく。

●４ なべにあら汁を入れ、じゃがいも、

長ねぎ以外の野菜とこんにゃくを入れ

て煮る。

●５ 材料がほぼ煮えたら○３ のクロソイと

長ねぎ、みそを入れ、○１ を一口大に薄

くちぎりながら入れる。

●６ ○５ のすいとんが透き通ってきて、中

まで煮えたら器に盛り、○２ のしょうが

を上に飾って出来上がり。

１２

　

１
月　

日
は
成
人
の
日
。
「
大
人
に
な
っ
た

１２

こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青

年
を
祝
い
励
ま
す
日
」
と
さ
れ
て
い
る
。
長
年

１
月　

日
で
あ
っ
た
が
、
平
成　

年
か
ら
第
２

１５

１２

月
曜
日
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、　

歳
を
成
人
と
し
た
の
は
、
中
国
の

２０

古
書
に
由
来
す
る
。
中
国
で
は
男
子
の　

歳
を

２０

 
弱 
と
い
い
、 
元  
服 
（
成
人
と
認
め
ら
れ
る
儀

じ
ゃ
く 

げ
ん 
ぷ
く

式
）
し
、 
冠 
を
つ
け
て
成
人
を
祝
っ
て
い
た
。

か
ん
む
り

若
者
の
こ
と
を
弱
冠
と
い
う
の
は
、
こ
こ
か
ら

き
て
い
る
。

今
年
は
１
月　

日　
　

時
か
ら
開
催

１１

（日）
１7

　

室
蘭
市
成
人
祭
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
開

催
が
定
着
し
て
い
る
が
、
昭
和　

年
に
浜
町

２４

（
現
・
中
央
町
）
に
あ
っ
た
映
画
館
「
大
国

館
」
を
会
場
に
約　

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た

３００

こ
と
に
始
ま
る
。
昨
年
は
、
対
象
者
１
千　

人
３２７

の
う
ち
、　

人
が
出
席
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

７２６

は
、
小
学
３
年
生
２
人
が
寸
劇
を
披
露
。　

歳
２０

を
テ
ー
マ
に
「
選
挙
が
出
来
る
？
」
「
お
酒
や

た
ば
こ
が
飲
め
る
？
」
と
い
う
二
人
の
や
り
と

り
が
展
開
さ
れ
「　

歳
に
な
っ
た
ら
感
謝
の
心

２０

を
持
つ
ん
だ
ね
」
と
い
う
締
め
く
く
り
に
拍
手

が
沸
い
た
。

　

今
年
の
成
人
祭
は
、
例
年
の
月
曜
開
催
か
ら
、

前
日
の
日
曜
日
に
変
更
。
１
月　

日　

時
か
ら

１１

１７

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
。
対
象
者
は
約
１

千　

人
。
教
育
委
員
会
主
導
型
で
は
な
く
、
新

２００
成
人
ら　

人
の
実
行
委
員
会
が
企
画
・
運
営
を

１２

行
う
。
有
意
義
な　

歳
の
門
出
を
期
待
し
た
い
。

20

��
�
��
　

歳
の
門
出
を

２０
　

祝
う
成
人
祭

（（　　　　））１人分栄養価１人分栄養価
総エネルギー２８５総エネルギー ２８５kcalkcal

室蘭市食生活改善
推進員協議会

 明日葉 の会
あしたば

　

今
回
紹
介
す
る
「
ク
ロ
ソ
イ
の
お
魚
す
い

と
ん
」
は
、
ク
ロ
ソ
イ
の
あ
ら
汁
と
豊
富
な

種
類
の
野
菜
が
入
っ
て
と
っ
て
も
ヘ
ル
シ
ー
。

ク
ロ
ソ
イ
は
煮
く
ず
れ
し
な
い
よ
う
、
野
菜

が
煮
え
て
か
ら
入
れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

「
明
日
葉
の
会
」
で
は
、
市
の
魚
ク
ロ
ソ

イ
を
家
庭
で
も
味
わ
え
る
レ
シ
ピ
集
を
作
り

ま
し
た
。
栄
養
た
っ
ぷ
り
で
お
い
し
い
、
和
・ 

洋
・
中
の
料
理
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ク
ロ
ソ
イ
レ
シ
ピ
集
の
詳
細
は
佐
々

木
会
長
（
�
○４１
 

２
３
８
８
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�

　

�
ク
ロ
ソ
イ
の
お
魚
す
い
と
ん



１３

��
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日時　２月８日(日)　９時～１３時

会場　新日鐵体育館

種目　３０ｍスプリント、３０ｍスラロー

ム、ゲーム、リレー（４人１組）

参加料　１人５００円

用意する物　上靴、一輪車

申込方法　２月３日（必着）までに児童

館・児童センター、小学校、自転車販

売店、市体育館に備え付けの申込書で

《詳細》室蘭サイクリング協会（〒０５１

－００１６　幸町５－８村井）�○２２ ６０３２

日時　１月９日(金)～２３日(金)　１０時

～１８時（土・日・祝日を除く）

会場　Com‐ぷらっと室蘭（東町１－１８

－６　ＮＴＴビル１階）

内容　２００４年版カレンダー、手帳など

の販売

※益金は教育基金などへ寄附します。

○不用のカレンダーはありませんか

　家庭や職場で不用の２００４年版カレン

ダー、手帳がありましたら、１月７日まで

にCom‐ぷらっと室蘭までお持ちください。

《詳細》ＮＴＴ東日本室蘭支店�○４３ 

２１０２

　家庭の不用品などのフリーマーケッ

トを行います。

日時　１月２４日(土)　１０時～１５時３０分

会場　旧室蘭駅舎

○出店者募集（無料）

定員　２０組

申込方法　１月２２日までに電話で

《詳細》前田�○８１ ２３２２

期間　２月２９日まで

参加浴場　室蘭浴場組合加盟の銭湯 

１９店

応募方法　各銭湯、室蘭工業大学、観

光協会に設置しているスタンプ帳に、銭

湯を利用した際にスタンプを押し、提出

※スタンプの数に応じて応募できる賞

品は異なります（応募はスタンプ５個

以上から）。

《詳細》室蘭工業大学Studio催事（諏

訪邊）�０９０－９３６３－４７８７、ホームページ

http://www2.muroran-it.ac.jp/circle/saiji

　保育科2年の学生たちによる、子供向

けの楽しい歌劇の発表会です。

日時　１月３１日(土)　１０時３０分～１２時

会場　文化女子大学室蘭短期大学体育

館

《詳細》文化女子大学室蘭短期大学�○４４ 

０５６１

　初心者向けの簡単な曲から上級者向

けの曲まで演奏しています。

練習日・時間　火曜日　１７時３０分～ 

２０時３０分（練習日・時間は相談に応 

じます）

会場　青少年研修センター（みゆき町

２－１６－３４）

会費　１カ月３，０００円

申込方法　電話で

※無料体験・見学もできます。

《詳細》須藤�０９０－９６７０－７５８７

練習日・時間　月曜日  １９時～２１時３０分

会場　NHK室蘭放送局第１スタジオ

会費　１カ月１，５００円

※特にバイオリン、オーボエ、トランペ

ットのパートを募集しています。詳細

はお問い合わせください。

《詳細》室蘭市民オーケストラ事務局 

(野村)�０９０－２０５９－６１４０

　ジャズのフルバンドを結成するため、

メンバーを募集しています。

対象　１８歳以上で楽器を持っている人

募集パート　ボーカル、ギター、ピア

ノ、トランペット、トロンボーン、ベース、

サックス、ドラムス、パーカッション

※練習は月２回から３回程度を予定。

《詳細》佐藤�０９０－８８９５－８２０５、Eメール

sea_wind_jo@yahoo.co.jp

室蘭・登別小学生の一輪車競技会

文化女子大学室蘭短期大学
オペレッタ発表会（無料）

和太鼓のメンバーを募集

催し物の案内や募集など
知らせたい情報をお寄せください。
２月号に掲載する原稿の締切日は
１月９日（金）です。
《詳細》市民対話課
�○２５ ２１９４、ファクス○２５ ２８３５

銭湯スタンプラリーに参加しよう

室蘭音楽協会
市民オーケストラ団員募集

紙資源を有効活用しよう
2004年カレンダーリサイクル市 シー・ウインドジャズオーケストラ 

メンバー募集

フリーマーケット開催と
出店者募集
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室蘭市役所
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Ｅメールアドレス
info@city.muroran.hokkaido.jp
ホームページアドレス
http://www.city.muroran.hokkaido.jp/

　

個
人
の
庭
な
ど
を
飾
っ
た
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
の
写
真
パ
ネ
ル
約　

枚
を
展

70

示
し
ま
す
。

日
時　

1
月
9
日
�
〜　

日
�　

9

18

時
〜　

時
17

会
場　

旧
室
蘭
駅
舎

　

民
俗
資
料
館
所
有
の 
凧 
に
加
え
、

た
こ

室
蘭
礼
文
凧
保
存
愛
好
会
の
協
力
に

よ
り
、 
六  
角  
凧 
ほ
か　

点
を
展
示
し

ろ
っ 
か
く 
だ
こ

70

ま
す
。

日
時　

１
月
６
日
�
〜　

日
�　

9

31

時
〜　

時
17

会
場　

民
俗
資
料
館

※
入
館
料
（
大
人　

円
、
中
学
生
以

300

下
と　

歳
以
上
は
無
料
）
が
必
要
。

70

　

分
列
行
進
、
「
室
蘭 
若  
鳶  
会 
」
の

わ
か 
と
び 
か
い

 
木  
遣 
り
歌
の
披
露
、
消
防
車
両
な
ど

き 

や

に
よ
る
一
斉
放
水
を
中
島
町
の
ら
ん

蘭
橋
で
行
い
ま
す
。

日
時　

１
月　

日
�　
　

時
〜

11

11

日
時　

2
月
8
日
�　

9
時
〜

会
場　

中
島
公
園
野
球
場

種
目　

小
学
生
の
部
、
一
般
の
部

（
中
学
生
以
上
）

募
集
チ
ー
ム
数　
　

チ
ー
ム（
先
着
順
）

30

参
加
料　

1
チ
ー
ム
1
千
円

チ
ー
ム
編
成　

7
〜　

人
10

申
込
方
法　

1
月
6
日
か
ら　

日
ま

30

で
に
市
体
育
館
と
入
江
運
動
公
園
温

水
プ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
参

加
料
を
添
え
て
直
接

日
時　

2
月
6
日
�　
　

時　

分
〜

18

30

会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

室
蘭
・
登
別
総
合
健
診
セ
ン

タ
ー
所
長　
 
加  
賀  
谷  
秀  
夫 
氏

か 

が 

や 

ひ
で 

お

申
込
方
法　

当
日
直
接

日
時　

1
月　

日
�　
　

時
〜　

時

18

10

15

（
9
時
か
ら
だ
ん
パ
ラ
ロ
ッ
ジ
内
で

受
け
付
け
）

会
場　

だ
ん
パ
ラ
ス
キ
ー
場

内
容　

初
心
者
向
け
の
講
習
会
、
周

辺
の
散
策
な
ど

申
込
方
法　

当
日
直
接

新
春
を
飾
る

伝
統
縁
起
物 
凧 
展（
無
料
）

た
こ

民
俗
資
料
館（
と
ん
て
ん
館
）

�
○５９
 

４
９
２
２

� �� �

市
民
歩
く
ス
キ
ー
無
料
講
習
会

室
蘭
歩
く
ス
キ
ー
協
会
事
務
局

　
　
　
　

（
小
林
）
�
○５５
 

４
５
４
３

寒
さ
に
負
け
ず
汗
を
流
そ
う

雪
中
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
交
流
大
会

体
育
協
会
�
○４４
 

７
５
２
１

生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
た
め
に

―
検
査
デ
ー
タ
の
読
み
方
―

市
民
健
康
教
室
（
無
料
）

室
蘭
市
医
師
会
事
務
局

�
○４５
 

４
３
９
３

� �� �
� �� �

災
害
の
な
い
１
年
を
祈
っ
て

消
防
出
初
式

消
防
本
部
総
務
課
�
○４１
 

４
１
３
１

花
を 
活 
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

い

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
写
真
パ
ネ
ル
展

（
無
料
）

　

室
蘭
を
緑
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会
事

　

務
局
（
市
・
都
市
計
画
課
公
園
係

　

内
）
�
○２５
 

２
６
０
１

平
成　

年
度　

保
育
所
の
新
規
入
所
児
童
を
募
集

１６

《
詳
細
》子
ど
も
家
庭
課
�
○２５
 

２
４
０
０

入
所
要
件

新規入所受け付け・面接日程
（１０時～１２時、１３時～１５時）

申
込
書
の
配
布

新
規
入
所
の
手
続
き

　

保
護
者（　

歳
未
満
の
同
居
親
族
を

65

含
む
）が
、次
に
該
当
す
る
人

○
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

○
病
気
や
障
害
が
あ
る

○
出
産
前
後
3
カ
月
の
た
め
、上
の
子
の

保
育
が
で
き
な
い

○
病
気
や
障
害
の
あ
る
親
族（
同
居
）の

看
病
・
介
護
を
し
て
い
る

※
障
害
児
保
育
で
は
、入
所
要
件
を
満

た
し
、3
歳
以
上
で
集
団
保
育
と
通
所
が

可
能
な
児
童
を
保
育
し
ま
す
。

※
生
後
6
カ
月
か
ら
の
乳
児
を
預
か
る

乳
児
保
育
や
保
育
時
間
の
延
長
が
で
き

る
延
長
保
育
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

1
月
6
日
か
ら　

日
ま
で
各
保
育

30

所（
園
）、子
ど
も
家
庭
課
で
配
布

　

申
込
書
と
同
時
に
配
布
す
る
入
所

案
内
を
参
照
し
、申
込
書
類
を
持
っ
て
、

指
定
の
会
場
で
面
接
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
募
集
は
新
規
に
入
所
を
希
望

す
る
人
が
対
象
で
す
。継
続
入
所
の
場

合
は
、各
保
育
所（
園
）の
案
内
を
参
考

に
し
、通
所
中
の
保
育
所
へ
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○乳 ：乳児保育、○延 ：延長保育、○障 ：障害児保育
※広域入所とは、登別市や伊達市の保育所に入所
　することです。希望する人は申請のときに申し
　出てください。

受付会場入所対象保育所（園）日程

労働会館
みどり保育園○乳 ○延 ○障 
常盤保育所○乳 ○延 ○障 
祝津保育所○障 

２／２
（月）

白鳥台会館白鳥保育所○乳 ○延 ○障 ２／３
（火）

中島サービ 
スセンター

中島保育所○乳 ○延 ○障 
楽山保育園○乳 ○延 ○障 

２／４
（水）

高砂保育所○乳 ○延 ○障 
水元保育所○障 
光の国保育所○延 ○障 

２／５
（木）

中小企業セ
ンター

双葉保育所○乳 ○延 ○障 
東町保育所○乳 ○延 ○障 

２／６
（金）

労働会館
上記の会場へ行けなかっ 
た人と、障害児保育、広域 
入所を希望する人

２／９
（月）

保
育
料

　

生
計
の
中
心
者（
父
、母
、祖
父
母 

な
ど
）の
課
税
額
で
決
定
さ
れ
る
た 

め
、保
育
日
数
や
保
育
時
間
の
長
短 

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、1
世
帯 

で
2
人
目
の
児
童
は
半
額
、3
人
目 

以
降
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

※
平
成　

年
度
か
ら
白
鳥
保
育
所
の

１６

運
営
を
、社
会
福
祉
法
人
室
蘭
福
祉
事

業
協
会
に
委
託
し
ま
す
。



１５

お知らせステーションお知らせステーション

対
象　

小
学
生
以
上

日
時　

１
月
６
日
�　
　

時
〜　

時

13

15

会
場　

民
俗
資
料
館

定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料　
　

円
（
材
料
費
）

300

申
込
方
法　

電
話
で（
当
日
参
加
も
可
）

※
入
館
料
（
大
人　

円
、
中
学
生
以

300

下
と　

歳
以
上
は
無
料
）
が
必
要
。

70

対
象　

小
学
生
と
そ
の
父
母

日
時　

1
月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

10

12

会
場　

青
少
年
科
学
館

定
員　
　

組
（
先
着
順
）

25

申
込
方
法　

1
月
7
日
か
ら　

日
ま

10

で
に
電
話
で

日
時　

1
月　

日
・　

日
・
2
月
3

20

27

日
・　

日
（
火
曜
日
・
4
回
1
コ
ー

10

ス
）　
　

時
〜　

時

13

15

会
場　

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

講
師　
 
石  
崎  
和  
子 
さ
ん

い
し 
ざ
き 
か
ず 

こ

定
員　
　

人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

30

抽
選
）

申
込
方
法　

1
月　

日
ま
で
に
講
座

13

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

電
話
で

 
干  
支  
凧 
づ
く
り
体
験
学
習
会

え 

と 

た
こ民

俗
資
料
館
（
と
ん
て
ん
館
）

�
○５９
 

４
９
２
２

今月の���������������������������������
図書館の新着本案内

●●一般書●●
○オアシス（生田紗代）
○魔女の息子（伏見憲明）
○百万遍青の時代　上・下（花村万
　月）
○二百年の子供（大江健三郎）
○アヒルと鴨のコインロッカー（伊
　坂幸太郎）
○甘水岩（多田容子）

●●児童書●●
○雪国の自然とくらし（市川健夫）
○モギちいさな焼きもの師（リンダ
　ー・スー・パーク）
○へんてこもりのきまぐれろ（たか
　どのほうこ）
○真夜中の鐘がなるとき（オトフリ
　ート・プロイスラー）

　

本
の
貸
し
出
し
や
返
却
が
便
利
に

な
る
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
（
2
月

稼
動
予
定
）
の
導
入
に
伴
っ
て
、
1

月
6
日
か
ら
は
図
書
館
の
パ
ソ
コ
ン

の
ほ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
蔵
書

の
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館

　

シ
ス
テ
ム
の
稼
動
に
向
け
、
全
蔵

書
の
点
検
を
す
る
た
め
本
館
、
各
分

室
お
よ
び
自
動
車
文
庫
を
休
館
（
運

休
）
し
ま
す
。

休
館
期
間　

1
月　

日
�
〜　

日
�

16

31

※ 
自
動
車
文
庫
「
ひ
ま
わ
り
号
」

は
1
月　

日
の
み
運
行
し
ま
す
。

16

利
用
者
カ
ー
ド
の
愛
称
が

「
よ
む
・
よ
む
カ
ー
ド
」
に

　

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者

カ
ー
ド
の
愛
称
が
、
公
募
の
結
果
、

大
沢
小
学
校
4
年 
長  
濱  
優  
己 
さ
ん
の

な
が 
は
ま 

ゆ 

い

「
よ
む
・
よ
む
カ
ー
ド
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
室
蘭
・
伊
達
の
両

市
の
図
書
館
（
分
室
を
含
む
）
で
、

貸
し
出
し
や
返
却
な
ど
に
利
用
で
き

ま
す
。

※
カ
ー
ド
の
事
前
申
し
込
み
は
１
月

　

日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

１５細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

������
����

図書館�○２２ １６５８

����������	
����

【１カ月の自己負担限度額】

※○１ 医療費の額が361,500円を超えた場合、超えた額の１％を加算
※○２ 過去12カ月に4回以上高額医療費の支給があった場合の4回目以降の限度額 ※区分�・�の認定を受けるには申請が必要です。

【高額医療費の支給額】
○外来のみ…外来の限度額を適用
○外来と入院の両方…外来の限度額を適用後、世帯の
限度額をそれぞれ適用
○世帯に老人医療受給者が複数いる場合…自己負担額
を合算して世帯の限度額を超えた分を受給者ごとに割
り振りし、合計額を申請者に支給

　老人保健法の改正により、医療費の自己負担割合が
１割または２割となりました。自己負担限度額を超え
て支払った分は、高額医療費として払い戻しを申請す
ることができます。初回時に申請すると、以後は市が払
い戻しの額を計算し、指定の口座に振り込みます。
申込方法　保険年金課に備え付けの申請書を提出

【限度額適用区分】

自己負担限度額（月額）
限度額適用区分

外来＋入院（世帯）外来（個人ごと）

72,300円＋1％（※○１ ）
（40,200円　※○２ ）40,200円一定以上所得者

40,200円12,000円一　般

24,600円
8,000円

区分�

15,000円区分�

受給者証の負担割合欄に「2
割」と表示がある人○１ 一定以上所得者

世帯主及び世帯員全員が住
民税非課税の人○２ 　 区分�

世帯主及び世帯員全員の所
得が0円の人（公的年金は控
除額を６５万円として計算し
ます）

○３ 　 区分�

○１ から○３ までに該当しない人○４ 　 一　般

　　　《詳細》保険年金課�○２５ 3026

ブ
ー
メ
ラ
ン
を
作
っ
て
飛
ば
そ
う

楽
し
い
親
子
工
作
教
室（
無
料
）

青
少
年
科
学
館
�
○２２
 

１
０
５
８

ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

講
習
会
（
無
料
）

　

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー（
〒　
―

0
0

０５１

　

1
4
栄
町
2
―

1
―　

）
�
○２５
 

３
２

20

　

０
０
、フ
ァ
ク
ス
○２２
 

７
４
４
７



１６

○
公
開
講
座　

パ
ソ
コ
ン
入
門
と
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
応
用（
春
期
講
座
）

対
象　

高
校
生
以
上

日
時　

３
月
３
日
�
〜　

日
�　
　

10

18

時
〜　

時
（
土
・
日
を
除
く
、
６
回

21

１
コ
ー
ス
）

講
座
名
と
定
員
（
先
着
順
）
○
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
コ
ー
ス
…
８
人
、
○
ワ

ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
…　

人
、

20

○
ビ
デ
オ
編
集
入
門
コ
ー
ス
…
６
人
、

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ー
ス
…　

人
16

受
講
料　

８
千　

円
200

申
込
方
法　

１
月　

日
か
ら
２
月　

26

25

日
ま
で
に
室
蘭
工
業
大
学
に
備
え
付

け
の
用
紙
に
受
講
料
を
添
え
て
郵
送

ま
た
は
直
接

○
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル

地
域
づ
く
り
講
座
そ
の
４
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
地
域
社
会
を
ど
う
変
え
る
の
か
―

対
象　

高
校
生
以
上

日
時　

2
月
3
日
〜　

日　
　

時
〜

26

18

　

時（
火
・
木
曜
日
、8
回
1
コ
ー
ス
）

20定
員　
　

人
（
先
着
順
）

30

テ
キ
ス
ト
代　

1
千　

円
500

申
込
方
法　

1
月　

日
か
ら　

日
ま

23

30

で
に
室
蘭
工
業
大
学
に
備
え
付
け
の

用
紙
に
テ
キ
ス
ト
代
を
添
え
て
郵
送

ま
た
は
直
接

対
象　

妊
娠
6
か
ら
8
カ
月
く
ら
い

の
妊
婦
と
そ
の
配
偶
者

※
2
月　

日
は
パ
パ
も
参
加
を
。

15

会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
　

人
（
先
着
順
）

30

料
金　
　

円
（
調
理
実
習
費
）

500

申
込
方
法　

1
月　

日
ま
で
に
電
話
で

19

開
設
期
間
と
時
間　

1
月　

日
�
〜

11

2
月　

日
�　
　

時
〜　

時

15

10

16

※
開
設
期
間
は
、
天
候
に
よ
り
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

リ
ン
ク
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
の
確

認
は
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
管
理
事
務

所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
な

65
ど
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
市

が
障
害
者
に
該
当
す
る
と
認
定
し
た

場
合
は
、
認
定
書
で
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
た
資
料
で
、
障
害
者
に

該
当
す
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合
も
、

市
が
発
行
す
る
認
定
書
で
障
害
者
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　

要
介
護
認
定
者
は
介
護

保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
障
害
福
祉

課
（
ぴ
あ　

障
害
者
福
祉
総
合
セ
ン

２１６

タ
ー
）
へ

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
は

医
師
の
診
断
書
な
ど
が
必
要
な
の
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

月
1
日
か
ら
産
業
別
最
低
賃
金

12
（
1
時
間
）
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

○
鉄
鋼
業
…　

円　

○
電
気
機
械
器

754

具
製
造
業
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製

造
業
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造

業
…　

円
709

※
そ
の
他
の
産
業
別
、
地
域
別
の
最

低
賃
金
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　協働改革プランと位置付けた中期
実施計画原案は、市民の皆さんとと
もに汗を流す改革を目指しています。
そのため、市民の意見募集に加え、
さらに多くの声を聴こうと１１月７・
８日、胆振地方婦人会館と文化セン
ターで市民説明会を開催しました。
　参加された市民の皆さんからの主
な意見や提言をお知らせします。

○いったん受けたサービスを縮小さ
　れることに抵抗感を抱く市民が多
　いので、行政改革の意味を十分話
　し合い、賛成者を増やすべき。
○協働を進めるために、市役所は頭、

　市民は手足という構図が理想。職
　員を大幅に削減し、事務を民間委
　託していくべき。
○室蘭の生き残りには、行政改革と
　いう小手先の対応ではダメ。行政
　と市民と大学でシンクタンクをつ
　くり、分権時代に生き残れるシス
　テムを作っていくべき。
○総合福祉センターの入浴料の徴収
　は、同センターの年間利用料とし
　て徴収する方がよい。
○財政がひっ迫していることを、も
　っと広報紙で周知すべき。
○各種表彰経費は、市長のねぎらい
　の言葉で顕彰するだけでよい。経
　費は最少に。
○違法駐車を徹底的に取り締まるこ
　とで、効率的な除雪を。
○職員の再任用制度はやめ、新規採
　用職員を増やすべき。

○行政改革にはまず内部努力として
　職員の給料を削減すべき。

　これらの意見を含め、行政改革推
進委員会の論議を経て、１１月２６日、
行政改革推進本部で、協働改革プラ
ンが決定されました。
　詳細は今月号の特集（４・５ペー
ジ）または市のホームページをご覧
ください。

シ
リ
ー
ズ
5 ���������

《詳細》行政改革推進課
　　　　�　○２５ 　2　2　2　3

室
蘭
工
業
大
学
で
学
ぼ
う

室
蘭
工
業
大
学
地
域
連
携
推
進
室

　
（
〒　
―

８
５
８
５
水
元
町　
―

１
）

050

27

�
○４６
 

５
０
２
３
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� �� �
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日　
　
　

時

（
４
回
１
コ
ー
ス
）

2
月
2
日　
（月）

　

時
〜　

時　
  

１０

１４

2
月　

日　
１０

（火）

　

時
〜　

時　

分

１０

１３

３０

2
月　

日　
１５

（日）

　

時
〜　

時　

分

１０

１２

３０

2
月　

日　
１９

（木）

　

時
〜　

時　

分

１０

１２

３０

内　
　
　

容

出
産
の
ビ
デ
オ
、
妊

婦
体
操
、
赤
ち
ゃ
ん

の
お
世
話
実
習

栄
養
の
話
、
調
理
実

習
、
試
食

も
く
浴
実
習
、
パ
パ

の
妊
婦
疑
似
体
験
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
話
と
実
習

先
輩
マ
マ
と
の
交
流

会
、
マ
マ
と
赤
ち
ゃ

ん
の
歯
の
話

行革市民説明会を実施

主な意見は次のとおり

皆さんの意見を反映して協働
改革プランを決定

マ
マ
と
パ
パ
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

　
　

健
康
づ
く
り
課
�
○４５
 

６
６
１
０

最
低
賃
金
が
改
正

　
　
　
　
　

北
海
道
労
働
局

�　

―　

―
２
３
１
１

011

709

高
齢
者
の

所
得
税
・
地
方
税
な
ど
の

障
害
者
控
除

　
　
　

障
害
福
祉
課
�
○４５
 

６
６
１
１

▲多くの意見が出た市民説明会

だ
ん
パ
ラ
公
園

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
オ
ー
プ
ン（
無
料
）

　

都
市
計
画
課
公
園
係
�
○２５
 

２
６
０

　

１
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
管
理
事
務

　

所
�
○４３
 

４
８
６
５



１７

お知らせステーションお知らせステーション

登別市のお知らせ

　 閻  魔 大王の使者である赤鬼・青鬼の
えん ま

『 湯  鬼  神 』が、温泉街をめぐって観光客
ゆ き じん

の無病息災を祈願します。
日時と内容　２月３日(火)…１３時～カル
ルス温泉厄払い、１７時５０分～登別温泉厄
払い、４日(水)…１８時～登別温泉厄払い
※１月３１日は、登別市内３カ所の商店街
で「鬼まつり」を開催し、厄払いを行い
ます（詳細はお問い合わせください）。
《詳細》登別観光協会�○８４ ３３１１

温泉と厄払いにお越しください
～第３３回登別温泉湯まつり～　

伊達市のお知らせ

 素  敵 な音楽のプレゼント
す てき

第５回ジュニアピアノコンサート
　小・中学生を中心としたピアノコンサ
ートを開催します。子供たちが日ごろの
練習の成果を発揮する舞台に、ぜひお越
しください。
日時　１月２５日(日)　開場１０時３０分、開
演１１時
会場　だて歴史の杜カルチャーセンター
大ホール
入場料　３００円（入場券は当日発行）
《詳細》玉川�０１４２－２３－３３１５

　

期
日
前
投
票
制
度
に
よ
り
、
従
来

の
不
在
者
投
票
の
よ
う
に
投
票
用
紙

を
封
筒
に
入
れ
て
署
名
す
る
と
い
っ

た
手
続
き
を
せ
ず
、
選
挙
管
理
委
員

会
が
設
置
す
る
期
日
前
投
票
所
で
直

接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

対
象　

選
挙
期
日
（
投
票
日
）
に
仕

事
や
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
理
由

に
よ
り
投
票
所
へ
行
け
な
い
人

投
票
期
間　

選
挙
期
日
の
公
示
日
ま

た
は
告
示
日
の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日

の
前
日
ま
で

※
名
簿
登
録
地
（
室
蘭
市
）
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
行
う
投
票
の
み
対
象

に
な
り
ま
す
。

○
選
挙
管
理
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

平
成　

年　

月　

日
付
け
で
、
選

15

10

30

挙
管
理
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

委
員
長　
　
　
 
平  
山  
道  
子 
さ
ん

ひ
ら 
や
ま 
み
ち 

こ

職
務
代
理
者　
 
小  
倉  
勝  
郎 
さ
ん

お 

ぐ
ら 
か
つ 
ろ
う

委
員　
 
齊  
田  
登  
志  
子 
さ
ん

さ
い 

だ 

と 

し 

こ

　
　
　
 
山  
田  
邦  
雄 
さ
ん

や
ま 

だ 

く
に 

お

受
付
期
間
と
時
間　

2
月
2
日
�
〜

　

日
�
、
9
時
〜　

時
（
土
・
日
・

20

17

祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所　

管
財
契
約
課
契
約
係

申
請
書
の
頒
布
場
所　

○
建
設
工
事

等
…
室
蘭
建
設
業
協
会
�
○２２
 

１
０
４

５
（
入
江
町
1
―　

）　

○
物
品
等

74

…
市
役
所
本
庁
売
店
（
1
部　

円
）

500

申
請
で
き
な
い
者

・
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
し
な

い
者
お
よ
び
破
産
者
の
宣
告
を
受
け

て
い
る
者

・
建
設
工
事
は
許
可
年
数
が
2
年
未

満
の
者
。
設
計
、
測
量
等
お
よ
び
物

品
、
業
務
委
託
な
ど
は
営
業
年
数
が

1
年
未
満
の
者
（
審
査
基
準
日
平
成

　

年
1
月
1
日
）

16・
市
税
お
よ
び
国
税
（
消
費
税
・
地

方
消
費
税
）
を
滞
納
し
て
い
る
者

　

従
業
員
を
募
集
・
採
用
す
る
場
合

は
、
個
人
の
仕
事
に
対
す
る
能
力
・

適
正
を
第
一
と
し
、
年
齢
に
か
か
わ

り
な
い
求
人
申
し
込
み
の
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

市
税
な
ど
を
口
座
振
替
で
納
め
て

い
る
人
に
領
収
書
に
代
わ
る
「
口
座

振
替
済
通
知
書
」
を
1
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。
通
知
書
は
、
税
の
申
告

に
利
用
で
き
ま
す
。

○
税
申
告
の
対
象
と
な
る
も
の

　

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
、
国
民

健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料

○
用
途
に
よ
り
税
申
告
の
対
象
と
な

る
も
の

　

固
定
資
産
税
（
不
動
産
収
入
な
ど

で
の
申
告
者
）、軽
自
動
車
税
（
事
業

な
ど
に
使
用
の
申
告
者
）、住
宅
使
用

料（
店
舗
な
ど
に
使
用
の
申
告
者
）

平
成　

年
度

16

市
建
設
工
事
・
物
品
等
競
争
入
札

参
加
資
格
者
申
請
受
け
付
け

　

管
財
契
約
課
工
事
担
当
�
○２５
 

２
１

　

２
５
、
物
品
担
当
�
○２５
 

２
１
２
４

口
座
振
替
済
通
知
書
を
送
付

納
税
課
�
○２５
 

２
７
０
８

年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
求
人
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
�
○２２
 

８
６
８
９

　４０歳から６４歳まで健康保険料と一緒に納めていた
介護保険料は、６５歳になる誕生月（１日生まれの人
は誕生月の前月）の分から、その翌月に市から送ら
れる介護保険料の納付書により納めます（口座振替
もできます）。保険料は誕生月に応じて、月割りで
計算されます。
○６５歳になる誕生月が、平成１５年３月から１６年２月

までの人で年金天引きの要件に該当する人→平成16
年10月から介護保険料の年金天引きが開始します
（７・８・９月は市から送られる納付書で納めます）。
※なお、年金の種類などによっては、天引きになら
ないこともあります。その場合は納付書での納入と
なります。

　６５歳からの介護保険料

　（第１号被保険者の介護保険料）

（例）　平成１６年１月に６５歳になる人の場合
※１月１日生まれの人はこの例に該当しません。

３月２月１月１２月４月～１１月

１月分からは健康保険料と
別に納付

４から１２月の９カ月分は
健康保険料と一緒に納付

６５歳６４歳

介護保険事業所が新たにオープン

デイサービスセンター泉寿園

１５年度分（１～３月）の納付書は２月に送られます。
※納期は２・３月（２期）

　要支援または要介護と認定された人
が、機能訓練や食事、入浴などの介護
を受けられる通所施設です。
利用日時　月～金曜日
９時４５分～１６時（送迎有）
定員　３０人
住所　柏木町３８－２５
電話番号　○５８ ３２１０

仕
事
な
ど
で

投
票
所
に
行
け
な
い
人
は

期
日
前
投
票
制
度
の
利
用
を

　

選
挙
管
理
委
員
会
�
○25
 

２
８
０
０



１８

　

市
内
で
事
業
を
営
む
法
人
・
個
人

で
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
資
産
を
所

有
し
て
い
る
場
合
に
は
償
却
資
産
の

申
告
が
必
要
で
す
。
所
定
の
申
告
書

な
ど
に
資
産
の
名
称
、
取
得
価
格
な

ど
を
記
入
し
、
2
月
2
日
ま
で
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
確
定
申
告

15

の
受
け
付
け
は
2
月　

日
か
ら
始
ま

16

り
ま
す
。

　

還
付
申
告
の
受
け
付
け
は
、
税
務

署
で
1
月
5
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

還
付
申
告
書
は
で
き
る
だ
け
郵
送
で
、

早
め
に
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
市
・
課
税
課
で
の
還
付
申
告
の
受

け
付
け
は
１
月　

日
か
ら
で
す
。

16

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

年
末
調
整
の
提
出
期
限
は
２
月
２

日
で
す
。
期
限
内
提
出
に
ご
協
力
を
。

ま
た
、
源
泉
所
得
税
の
納
期
限
は
１

月　

日
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
付
し
て

13
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
技
術
向
上
や
消
費
者
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
に
努
め
て
い
る

事
業
所
と
、
市
内
で
働
く
優
秀
な
従

業
員
の
皆
さ
ん
を
毎
年
表
彰
し
て
い

ま
す
。

選
考
内
容　

�
事
業
所
等
表
彰
…
市

内
で　

年
以
上
の
経
営
実
績
が
あ
り
、

10

常
に
経
営
努
力
を
重
ね
、
業
界
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
る
事
業
所
等

�
従
業
員
表
彰
…
市
内
の
事
業
所
等

に　

年
以
上
勤
務
す
る
優
秀
な
従
業

20
員
で
、
他
の
模
範
と
な
る
人

※
事
業
所
等
表
彰
は
関
係
団
体
、
従

業
員
表
彰
は
事
業
主
の
推
薦
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が

あ
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

推
薦
方
法　

2
月
9
日
ま
で
に
、
各

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
小
企
業
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
推
薦

資
格　

平
成　

年
1
月
1
日
現
在
市

16

内
に
住
民
登
録
し
、
昭
和　

年
4
月

59

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

条
件　
　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

30

作
し
て
い
る
人
と
そ
の
配
偶
者
お
よ

び
同
居
の
親
族
で
、
年
間　

日
以
上

60

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

提
出
方
法　

1
月　

日
ま
で
に
申
請

10

書
を
直
接
ま
た
は
郵
送

������

市役所ガ市役所ガイド 市役所ガ市役所ガイド 市役所ガ市役所ガイド 市役所ガイド 
　市役所の一般業務は、１月５日（月）まで休みです。また、
各施設の休館日および主な病院の外来休診日については、12
月号（７ページ）をご覧ください。

　年始のごみ収集

燃やせるごみ…２日まで休み。
燃やせないごみ・資源物…１２月
号の環境だよりを参照。

　し尿くみとり

５日まで休み。緊急の時は、
清掃管理センター
（�○４３ ３１５５）へ

　水道・下水道
緊急の時は、水道部
（�○４４ ６１１７）へ
※寒冷時には凍結に注意して
ください。

　神代火葬場 �○４４ ５７３９

１日は休み。火葬許可証は５
日まで本庁当直室で発行。

���������
��������

日　　時

会　　場

申込方法

2月5日(木)　15時～

海陽小学校

前日までに電話で

12月の教育委員会定例会報告

○室蘭市就学指導委員会から心身に障害
を持つ就学予定者、学齢児童生徒の就学
に関し、適切な就学指導を行うための調
査、審査結果が答申されました。

教育委員会総務課�○２２ ５１０１

市民対話課�○２５ ２１９４

広報むろらんに広告を
　「広報むろらん」に広告の掲載を希望す
る方は市民対話課に連絡してください。
大きさ　縦4.1�×横8.6�
広告料　18,000円（版下制作費・消費税は
別料金）
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夜間納付相談
　１月６日から３０日（土・日・祝日・１６日を除く）は１９時まで納税相
談窓口を開いています。納付もできるのでご利用ください。

《詳細》納税課�○２５ ２３１４
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●相　談
申 込 み ・ 詳 細会　　　場時　　間実　　施　　日相　　　談　　　名

市民相談室
�○２５ 2703

中小企業センター9：30～12：00毎月
第2・4土曜日

弁護士の無料法律相談
※電話で受け付け（1回5人・先着順）

市役所1階市民相談室8：45～17：15土・日・祝日を除く毎日市民相談
（金銭、土地等生活の悩み）

健康づくり課
�○４５ 6610保健センター

13：00～16：006日(火)精神障害者の社会復帰施設利用など 
の相談 　 9：30～11：0026日(月)

ぴあ216
�○４５ 6611

ファクス○４５ 1003

ぴあ216
（障害者福祉総合
センター）

13：00～16：0023日(金)

身体障害・知的障害のある人と家 
族のための相談
（就職・医療・年金・施設入所などへ
のアドバイス）

市民対話課
�○２５ 2193中小企業センター13：00～15：0015日（木）行政相談委員による定例相談

（国や道、市の行政に関する相談）
北海道マンション管理組合 
連合会 �011-232-2381
北海道建設部建築指導課
�011-232-4111
（内）29-465

土・日・祝日を除く毎日
※日時はご相談ください（受付期限３月３１日）

マンション管理士の無料派遣相談 
（マンションの維持管理、大規模修繕、
建て替えの法制度などの相談）
※電話で受け付け（先着150組合）

���������	

������������

対象　平成１３年８月から１２月生まれの子供と母親（再
参加はできません）
日時　２月４日・１８日・２５日（水曜日・３回１コース）
１０時～１１時３０分
会場　保健センター
定員　１５組（先着順）
申込方法　１月１６日、８時４５分から電話で
《申込み・詳細》子育て相談ふれあいセンター
　　　　　　　　�○４５ ６２４６

対象　平成１４年５月から１１月生まれの子供と母親（再
参加はできません）
日時　２月４日・１８日・２５日（水曜日・３回１コース）
１０時～１１時３０分
会場　子育て支援センターらんらん（常盤保育所内）
定員　１０組（先着順）
申込方法　１月１６日、８時４５分から電話で
《申込み・詳細》子育て支援センターらんらん
　　　　　　　　�○２５ ６００２

���������	

�������������������

●保　健　会場は保健センター（東町4-20-6）　　　　　　　　健康づくり課�○４５ ６６１０
申込方法持ち物料　金対　　象・内　　容時　　間実　　施　　日行　　事　　名

当日直接
母　

子　

手　

帳

無料

平成15年9月出生児（個人通知）
12：30～　
　　13：30

29日(木)・30日(金)4カ月児健診

平成14年5月出生児（個人通知）8日(木)・9日(金)1歳6カ月児健診

平成12年12月出生児（個人通知）21日(水)・23日(金)3歳児健診

3カ月～4歳未満児
 13日…平成15年8月出生児
 26日…平成15年9月出生児

13：00～　
　　13：45

13日(火)・26日(月)
2日後にBCG判定

ツベルクリン
反応検査　　

予防
接種

計測や相談ごとのある乳幼児
11時から保育士による遊び

9：30～　
　　10：45

7日(水)・
2月9日（月）ここまま相談広場

予約した日に
 来てください。800円1歳3カ月～3歳3カ月児

平成14年10月出生児（個人通知）
13：00～　
　　14：45

①7日(水)、②22日(木)、
③27日(火)フッ素塗布

当日直接
�無料

健（検）診を受けた人、受診を迷って
いる人

13：00～　
　　16：009日(金)健（検）診に関する相談

更年期のこと、生理のことなど
女性の健康に関すること

9：30～　
　　11：3029日(木)女性のための相談

健康全般の相談10：00～11：30毎週月・水・金曜日健康相談

予 約 制保健師と栄養士による個別相談13：00～　
　　16：0026日（月）からだと食事の

健康相談

予 約 制�無料

事業者と勤労者を対象に、医師による個別相談が受けられます。
希望者は室蘭地域産業保健センター（室蘭市医師会内）に電話（�○４５ ４３９３）か
ホームページ（http://www.hokkaido.med.or.jp/muroran/msanhp/）から申
し込みください。
　 8日（木）…曽田　光彦医師（熊谷医院）　　　　　　　　14：00～16：00
　　　　　 斎藤　修弥医師（斎藤外科医院）　　　　　　18：30～20：30
22日（木）…五十嵐元彦医師（市立室蘭総合病院）　　　　18：30～20：30
29日（木）…遠藤　秀雄医師（恵愛病院）　　　　　　　　18：30～20：30

専門医による
勤労者のための
健康相談

室 蘭 地 域 産 業
保健センター主催）（
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あけまして
 おめでとう
  ございます。
本年が市民の皆様にとって
健康で明るい年になりますよう

お祈りいたします。
室蘭市議会議長

　大久保　　 昇
室蘭市長

　新　宮　正　志
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人の動き ・人口　１０１，３０２人（－６５人）　男性　４８，８６７人（－２５人）・世帯　４７，５２９世帯（＋７世帯）
　　　　　　　　　　　　　　 女性　５２，４３５人（－４０人）

１１月末現在
（　 ）は前月比

　今年１年のスタートに、ご家族でクロスワードパ
ズルをお楽しみください。ＡからＩをつなぐと、あ
るキーワードになります。
［ヒント］石川町で建設していた余熱利用施設、リサイ 
クルプラザが完成。廃棄物処理施設を含めた環境に関
する３施設全体の愛称です。
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〈賞　　品〉 抽選で２０人に図書券などをプレゼント
〈応募方法〉 １月１７日（土）（当日消印有効）まで 
 にパズルの答え（キーワード）と住 
 所、氏名、年令、電話番号を記入し、 
 はがきかファクス、またはＥメール 
 （新春クロスワードの回答と明記）で
〈応 募 先〉 〒０５１－８５１１　室蘭市幸町１－２
 室蘭市市民対話課
 �○２５ ２１９４　ファクス○２５ ２８３５
 shimintaiwa@city.muroran.hokkaido.jp
※当選者の発表は賞品の発送（１月下旬）で代え
させていただきます。


